
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021.7 No.161 

としょかん 
だより 

長崎市立図書館 

〒850-0032 長崎県長崎市興善町 1-1 
☎  095-829-4946 FAX 095-829-4948 
ホームページ https://lib.city.nagasaki.nagasaki.jp/   

ホームページスマホ版 

Topic 

Information 

イベント 図書の展示 
1 階特集展示 

2 階特集展示 

Y A 特集展示 

Y A 投稿展示 

児童特集展示 

児童ミニ展示 

もしかして、運動不足！？ 

気をつけよう、防災 

読書感想文におすすめの本 

オススメ映画を語ってみよう！ 

調べる学習にちょうせん！ 

ドキドキ！ぞくぞく！ 

おばけ・妖怪のはなし  

■ 図書館で考える eco 

現在、日本でも積極的に取り組んでいるSDGs
エスディージーズ

※。その中のひと

つに環境問題があります。図書館 2 階フロアには気候変動や海洋

資源などの本を集めた「環境コーナー」もあります。 

図書館で、よりよい未来を考えてみませんか。 

イベントの詳細や開催状況は、図書館のホームページまたは館内のポスターをご確認ください。 

定期上映会「パッチ・アダムス」 ※要申込 

 

7 月 16 日(金) 

㋐14：00～16：00 ㋑17：00～19：00 

7 月 30 日(金) 

㋒14：00～16：00 ㋓17：00～19：00 

多目的ホール 定員 60 名 

自殺未遂の果て、精神病院に入院したパッチ・アダムス。

患者たちとの交流から、笑うこと、楽しむことにより人の

心は癒されるという考えに至り、自主退院する。 

2 年後、パッチは精神科医を目指し、バージニア大学医学

部へ入学するのだった。実在の医師ハンター・アダムスの

半生を描いた作品。 

ゴールデングローブ賞最優秀作品賞受賞。 

※SDGs とは… 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称で、

2030 年までに達成すべき国際社会共通の 17 の目標。 

～図書館での eco 活動～ 

図書館に設置している傘ふり機。雨のしずくをふりおとせます。 

これもプラスチックごみを減らす取り組みのひとつですね。 

被爆 76 年 ナガサキ原爆写真展 

 

7 月 21 日(水)～7 月 26 日(月) 

10：00～18：00(最終日は 15：00 まで) 

多目的ホール 

https://lib.city.nagasaki.nagasaki.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BOOKS 地球の未来のために 

としょかんだより No.161 発行/2021 年 7 月 1 日 発行者/長崎市立図書館 

持続可能な開発目標 SDGｓ。私たちにできることとは…。 

世界がぐっと近くなる SDGs とボクらをつなぐ本 

池上 彰/監修 

学研プラス 

2020 年刊 

ラベル：333 セ(こどもとしょかん) 

エコな生活 

少しの工夫でおいしい毎日 

マキ/著 

KADOKAWA 

2016 年刊 

ラベル：K590 マ(1 階フロア) 

光の田園物語 

Aurelian Hill 

環境農家への道 

今森 光彦/著 

クレヴィス 

2019 年刊 

ラベル：653.1 イ(2 階フロア) 

 

プラスチック･フリー生活 

今すぐできる小さな革命 

シャンタル･プラモンドン/著 ジェイ･シンハ/著 

服部 雄一郎/訳 

NHK 出版 

2019 年刊 

ラベル：P519 プ(2 階環境) 

 

コーヒーで読み解く SDGs 

José･川島 良彰/著 

池本 幸生/著 山下 加夏/著 

ポプラ社 

2021 年刊 

ラベル：617.3 コ(2 階フロア) 

お江戸日本は世界最高のワンダーランド 

増田 悦佐/著 

講談社 

2013 年刊 

ラベル：382.1 マ(2 階フロア) 

マンガやイラスト、図表が沢山あり子どもだけでなく大人にもわかりやすい！ 

江戸の町民たちは、異常なほどの情熱で、どんなものでも 

使えるうちは徹底的に再利用し、捨てない生活を心がけていた。 

そして、持続可能な都市をさまざまな工夫によって実現させていた。 

これからの日本活性化のカギがたくさん詰まった１冊。 

プラスチックをできるだけ使わない生活を始めるための 

ガイドブック。プラスチックの解説、削減へ向けた行動や 

代替品の紹介などアイディアが満載。 

写真家であり、切り絵作家でもある著者が魅せられた 

琵琶湖と比叡山に挟まれた丘陵地。荒地を開墾する 

うちに、生きものが集う山里となった農地再生の物語。 

環境に留意した栽培を持続するには市場と消費のバランス

が欠かせないコーヒー産業。コーヒー、経済、開発援助の 

専門家が、コーヒーを通して SDGs を解説する。 

食器は長く使えるものを選び、食材は無駄なく

使う。消耗品を減らし、ごみは少なくする。 

日用品や食品、ファッションなど、暮らしの 

中でできるエコを提案。 

 百年先の環境を考える 
博物館のはなし 

地域で行われている 
SDGs の事例を掲載 

 

②

②  

①  

百年先 

地方博物館の大きな挑戦 

ふじのくに地球環境史ミュージアム/編 

静岡新聞社 

2021 年刊 

ラベル：406.9 ヒ(2 階フロア) 

②東洋経済 INNOVATIVE 

SDGs に取り組む自治体特集 

地域で始まる持続可能なまちづくり 

東洋経済新報社 

2021 年刊 

ラベル：318.6 ト(2 階大型) 

①  


